
　ＦＤに関する情報収集、参加者間の交流を目的として、ポスターセッションが行われました。
大学コンソーシアム京都加盟大学・短期大学の教員・職員・学生が、所属大学の特徴的なＦＤ
の取り組みを発表しました。

ポスターセッション

３月５日（日）
11：00－15：30（コアタイム　12：00－13：30）
教養教育共同化施設「稲盛記念会館」　１階・２階　廊下

（掲載は学校名五十音順）　　　

大学の教育力を発信する
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1. 京都外国語⼤学・京都外国語短期⼤学 
テーマ 外国語⾃律学習⽀援室 NINJA におけるアドバイジングの取組 

発表代表者 河野 弘美 

連名発表者 
⾼橋 恵⼦ 井ノ⼝ まりこ ⼩林 洋貴 花本 知⼦ 坂本 季詩雄 
近藤 睦美 ラシェル メイヤー 村上 正⾏ ⽯川 保茂  

キーワード 
アドバイジング ⾃律的学習 
外国語学習 学習⽀援 

発表の概要 

京都外国語⼤学・京都外国語短期⼤学では、⾃律的な学習者の育成を⽬的として、外国
語⾃律学習⽀援室 NINJA（Navigating an Independent Non-stop Journey to 
Autonomy）を 2014 年に設⽴した。NINJA では、アドバイジングセッションやスピーキン
グ・ライティングセッション、ワークショップ、Have a Chat など、⽬的に応じたプログラムを⽤意
し、学⽣の⾃律的学習を⽀援している。本発表では、3 年間の NINJA における学習⽀援、
特にアドバイジングの取組について紹介する。 
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2．京都華頂⼤学・華頂短期⼤学 

テーマ 
京都華頂⼤学・華頂短期⼤学の授業改善の取組 
―学⽣の評価をどのように授業に反映させるのか― 

発表代表者 松尾 章⼦ 
連名発表者 堀出 雅⼈ 浅⽥ 瞳 

キーワード 
授業評価 インタビュー調査 

アンケート調査  

発表の概要 

本学教育開発センターでは、学内のさまざまな教育開発や授業改善に関する研究を進めて
おり、本年で４年⽬にあたる。2016 年の公開授業では、春期に通常通り、教員から⽴候補
を募り、17 の授業を公開した。秋期については、これまでと異なり、授業評価が⾼く、講義形
式の授業を⾏っている教員からセンターから依頼を⾏った教員２名の授業を公開した。その時
に受講⽣である学⽣にアンケート調査（悉皆）およびインタビュー調査（任意）を⾏い、学
⽣は授業をどのように評価しているのか、それを受けて、教員はどのような授業を展開しなけれ
ばならないのかについて、調査結果をもとに発表を⾏う。 
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3．京都光華⼥⼦⼤学 
テーマ アクティブラーナー⽔準のアセスメントを活⽤した個別学習指導 

発表代表者 藤⽥ ⼤雪 
連名発表者 酒井 浩⼆ 阿部 ⼀晴 乾 明紀 ⼩澤 千晶 吉⽥ 咲⼦ 

キーワード 
学習成果の可視化 アクティブラーニング 

個別指導 学習⽀援 

発表の概要 

京都光華⼥⼦⼤学では、27 年度から学⽣のアクティブラーナー⽔準を測定するアセスメント
（AL ⽔準調査）を開発している。2 年⽬を迎えた 28 年度は、引き続き学⽣へのアンケート
調査を⾏うとともに、調査結果を記した個⼈票と、⽔準向上のヒントとなるセルフチェックシート
を開発して個別⾯談に活⽤するなど、調査を活⽤するための体制づくりを進めている。本発表
では、28 年度に実施した AL ⽔準調査の分析結果と、その信頼性の評価について報告す
る。さらに、試験的に実施した個別⾯談の⽅法と結果を報告して、次年度以降を⾒据えた
調査の活⽤⽅法を⽰す。 
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4．京都光華⼥⼦⼤学 

テーマ 
こども教育学科幼児教育コース初年次教育⽤サブテキスト 
『⼦どもと共に歩む保育』の出版と活⽤による科⽬間連携 

発表代表者 和⽥ 幸⼦ 

連名発表者 
伊藤 美加 下⼝ 美帆 菅井 啓之 ⽥中 慈⼦ 
智原 江美 鍋島 惠美 松本 しのぶ ⼭﨑 玲奈 

キーワード 
保育者養成教育 科⽬間連携 

サブテキスト 授業試案 

発表の概要 

平成 27 年度より四年制となった本学保育者養成課程では、初年次教育から専⾨教育へ
の接続をテーマとした教育改⾰に取り組んでいる。そのために、①保育者養成教育の多岐に
渡る科⽬間の連携をする ②京都光華⼥⼦⼤学こども教育学科幼児教育コースの学びを
包括する ことを⽬的に、幼児教育コースサブテキスト『⼦どもと共に歩む保育』を作成、出版
し、活⽤していくことにした。初年次より各授業のサブテキストとして使⽤し、各教員は他教員
の執筆内容もふまえて科⽬間連携しながら、各授業の特異性を発揮したいと考えた。このサ
ブテキストを 4 年間何度も繰り返して使⽤することによって、読み⼿である学⽣が「こども」「保
育」「教育」について総合的に考え、保育者として⾃律的に育つことを⽬指す。平成 29 年 3
⽉発刊するに⾄る過程を整理し、今後、各授業でサブテキストとして使⽤するにあたり、科⽬
間連携のための授業試案を提⽰する。 
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5．京都産業⼤学 

テーマ 
受講⽣の成⻑を⽀える学⽣ファシリテータ 

〜授業⽀援の実践報告〜 
発表代表者 上住 祐介 
連名発表者 ⼤橋 ⿓太郎 ⼤森 浩希 濱名 未佳 ⼤⾕ ⿇予 鈴⽊ 陵 

キーワード 
学⽣ファシリテータ アクティブラーニング 

F ⼯房 受講⽣の成⻑ 

発表の概要 

京都産業⼤学では、アクティブラーニングを取り⼊れた授業が多く存在する。アクティブラーニン
グは、学⽣が主体的に参加することで深い学びに繋げられるものだが、グループワーク等が中
⼼なので、グループによって学びの質に差が出る可能性がある。 
本学の学⽣ファシリテータ（ボランティア）は、受講⽣がグループワークが有意義な意⾒交換
の場になるように⽀援する役割を担っており、現在 62 名で活動している。 
学⽣ファシリテータは、事前研修において、受講⽣同⼠では踏み出せない⼀歩を後押しする
ためのスキルやマインドについて学び、授業ではグループの様⼦を観察しながら、円滑な話し合
いができるようサポートしている。 
また、受講⽣の学びを考えて、教員と学⽣ファシリテータが協⼒して授業運営を⾏っていること
が本学の特徴である。 
本発表では、学⽣ファシリテータによる授業⽀援の実践例とその成果について報告する。 
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6．京都産業⼤学 

テーマ 
教職員によるアクティブラーニングのノウハウ共有 

〜全学ＦＤ/ＳＤ研修会の事例〜 
発表代表者 鈴⽊ 陵 
連名発表者 ⼤⾕ ⿇予 

キーワード 
アクティブラーニング  ＦＤ／ＳＤ 

授業運営ノウハウの共有  

発表の概要 

京都産業⼤学では、これまで数回にわたり「アクティブラーニング」をテーマに、教員・職員・学
⽣間で議論を重ねてきた。本年度、教育⽀援研究開発センター F ⼯房では、授業⾒学や
教員へのヒアリング調査を⾏い、本学で実践されているアクティブラーニングに関するノウハウを
モデル化した冊⼦を発⾏した（「改訂版 アクティブラーニング事例集〜本学の先⽣⽅による
授業改善の実践例を紹介します〜」）。 
さらに、本冊⼦で紹介した教員をはじめアクティブラーニングを実践している教員の授業運営ノ
ウハウを教職員間で共有することを⽬的に、「平成 28 年度 全学 FD/SD 研修会（アクティ
ブラーニングセミナー）〜アクティブラーニングへの不安解消のためのご提案：本学教員による
実践事例紹介〜」を実施した。本発表では、研修会の概要と成果、ならびに今後に向けた
課題について報告する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

360

ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン



7．京都産業⼤学 

テーマ 
京都産業⼤学におけるラーニングコモンズの位置づけ 

〜施設利⽤の観点から〜 
発表代表者 松井 きょう⼦ 
連名発表者 辻村 誠⽮ 寺島 紀⾐ 中澤 正江 

キーワード 
雄⾶館ラーニングコモンズ 学習施設 
学⽣の主体的な学び 利⽤者数調査 

発表の概要 

雄⾶館ラーニングコモンズは、平成 25 年の仮オープンから三年以上にわたり、学⽣の主体
的な学びを⽀える場として運営してきた。 
ラーニングコモンズの利⽤実態を把握するため、学習⽀援員と学⽣スタッフが、利⽤者数の
推移と利⽤状況調査、利⽤学⽣へのヒアリングなどを実施してきた。 
それらの調査から⾒えてきた学⽣の学習活動に関する特徴について、考察し報告する。 
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８．京都産業⼤学 
テーマ ミドルレベル（各学部･教育プログラム）の教育改⾰・改善に向けた取組 

発表代表者 ⼭内 尚⼦ 
連名発表者 森脇 可奈⼦ 鈴⽊ 沙代 

キーワード 
FD/SD ミドルレベル（各学部・教育プログラム） 

教育改⾰ 教育改善のスピード化 

発表の概要 

京都産業⼤学では、今年度に FD/SD 推進体制を再編し、副学部⻑クラスで構成する「教
育⽀援研究開発センター運営委員会」を教育改⾰・改善のエンジンとして、ミドルレベル（各
学部・教育プログラム）の教育改⾰・改善のスピード化・実質化に取り組んでいる。 
本発表では、その⼀環として平成 28 年度より運⽤を開始した「京都産業⼤学教育プログラ
ム⽀援制度」等、教育の改⾰・改善を⽀援する全学的な制度を活⽤することにより⾒えてき
た学部の特徴的な取組について紹介する。 
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9．京都三⼤学教養教育研究・推進機構 
（京都⼯芸繊維⼤学・京都府⽴⼤学・京都府⽴医科⼤学） 
テーマ 教養教育の⼤学間連携から⽣まれた学⽣交流 

発表代表者 野⼝ 祐⼦ 
連名発表者 林 哲介 ⽯⽥ 昭⼈ ⼤倉 弘之 児⽟ 英明 藤澤 正典 

キーワード 
教養教育 学⽣交流 
質保証 ⼤学間連携 

発表の概要 

京都三⼤学教養教育研究・推進機構は、京都⼯芸繊維⼤学（国⽴）、京都府⽴⼤学
（公⽴）、京都府⽴医科⼤学（公⽴）の三つの⼤学による⼤学間連携の組織であり、設
置形態を超えた教養教育共同化の取組は全国初である。2014 年度に、北⼭⽂化環境ゾ
ーンに「教養教育共同化施設」を建設し、三⼤学の学⽣は、同じ教室で、正課授業として共
同化科⽬を受講している。履修システムが「単位互換」から「共同化」へと進化したことで、⼤
学間連携が実質化され、学⽣交流も⼀段と進んでいる。本報告では、「時代が求める新たな
教養教育－京都モデルの発信－」を象徴する京都学プログラム、リベラルアーツ・ゼミナール、
宿泊型研修を中⼼に取り上げる。 
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10．京都⼥⼦⼤学 

テーマ 
ウィキペディアタウン東⼭： 

京都⼥⼦⼤学図書館司書課程におけるアクティブ・ラーニング実践 
発表代表者 桂 まに⼦ 

キーワード 
アクティブ・ラーニング  オープンデータの活⽤ 
Wikipedia の編集  OpenStreetMap（OSM）の編集 

発表の概要 

⼤学において即戦⼒のある司書養成が求められる状況下，現カリキュラムで⼗分に補いきれ
ていないのが情報技術⼒のある図書館員の育成である。そこで，本学図書館司書課程の
図書館総合演習において「情報技術を駆使したアクティブ・ラーニング」の教育プログラムの開
発と実践を試みた（学内の平成 28 年度「特⾊ある教育プログラム」開発補助事業として採
択）。 
今回初めて取り組んだ「ウィキペディアタウン東⼭」は，本学が所属する京都市東⼭区の正確
かつユニークな地域情報を学⽣たちの学びの⼀環で広く収集し，地元の図書館や寺社，お
店などと協⼒しながら⾒える形で記録していく仕組みである。具体的には，誰でも編集可能
な Wikipedia と OpenStreetMap を⽤いて学習成果を⽣み出す。技術的な要素が加わる
ことにより，学⽣ 1 ⼈ 1 ⼈の「情報を収集・整理・編集・発信する⼒」を分かりやすく伸ばすこ
とができる。本発表では，プロジェクトの概要と教育効果について報告する。 
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11．京都府⽴⼤学 
テーマ ＰＢＬ授業「ケースメソッド・キャリア演習」の発表  テーマ：企業における⼥性活躍の⽅策 

発表代表者 渕上 紫乃 

連名発表者 
⽥⿅ 晴⾹ ⿃海 彩⾳ 宮川 玲⼦ 
守本 有希 中⼭ 未有希 ⼟井 梨那⼦ 

キーワード 
PBL 型学習 ⼥性活躍 

社会⼈基礎⼒ 企業連携 

発表の概要 

京都府⽴⼤学の 2 年次⽣必修科⽬「ケースメソッド・キャリア演習」は PBL（Problem 
Based Learning：課題解決型学習）である。 
協⼒企業はビジネスレベルを意識した課題を設定し、学⽣グループが企画案・解決策を提⽰
する。 
課題：企業における⼥性活躍     
協⼒企業：株式会社ロマンライフ 
㈱ロマンライフさんは洋菓⼦の製造販売を主たる業務としており、⼥性⽐率の⾼い会社である
が、管理職への⼥性登⽤は 13％とまだ進んでいないようである。もともと⼥性社員⽐率の⾼
い会社であり、⼥性社員の活⽤は重要なテーマとして認識しておられる。そこで、⼥性の社会
進出とは何かという根本的な問いを意識し、先⾏他社の事例も研究して、㈱ロマンライフさん
への提案を⾏った。 
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12．京都府⽴⼤学 

テーマ 
企業・団体との協同授業による社会⼈基礎⼒の伸⻑とその横展開 

-京都府⽴⼤学・崇城⼤学の協同の取り組み- 
発表代表者 前⽥ 武司 
連名発表者 松村 千鶴 藤⽥ 崇 ⽥上 寛美 藤本 元啓 辻⽥ 祐純 

キーワード 
PBL  地域連携 

社会⼈基礎⼒ 地域貢献・震災復興 

発表の概要 

京都府⽴⼤学は 2011 年度から、地域社会に貢献する⼈材の養成を⽬標に「キャリア育成
プログラム」を全学で展開している。2013 年度からは地元企業・⾃治体と協同で 2 年次⽣
必修科⽬「ケースメソッド・キャリア演習」において、本格的に PBL（Problem Based 
Learning：課題解決型学習）を導⼊した。企業・⾃治体からの⽣の課題に対して、学⽣
はグループで企画案・解決策を提⽰する。 
また、熊本地震の被災地にある崇城⼤学では 2014 年度⽂部科学省「⼤学教育再⽣加
速プログラム」テーマ 1（アクティブ・ラーニング）の選定を受け、全学でアクティブ・ラーニングの
取り組みを進めている。今年度、京都府⽴⼤学の PBL を参考に 2 年次⽣必修科⽬「キャリ
ア基礎Ⅱ」において、地元企業の協⼒を得て PBL をスタートさせた。 
受講⽣に社会⼈基礎⼒を受講前後で⾃⼰評価させたところ、「チームで働く⼒」「考え抜く
⼒」の伸⻑が統計的に確認できた。両⼤学の取り組み内容と横展開の⽅法、その教育効果
等について報告する。 
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13．京都薬科⼤学 
テーマ 科学・技術 学修の促進を図る動画教材の開発と活⽤ 

発表代表者 河野 享⼦ 

連名発表者 
髙尾 郁⼦ ⼤⾕ 有佳 千原 佳⼦ 徳⼭ 友紀 

平⼭ 恵津⼦ ⼩関 稔 ⽊村 徹 北出 達也 

キーワード 
実験実習 薬学教育 
moodle アクティブラーニング 

発表の概要 

理系学部で従来から実施されている実験実習は、最も能動的な学修法の⼀つであり、その
過程で学⽣は技能を習得し科学的思考や実験センスを醸成すると期待される。実験器具・
機器の取扱⽅や実験操作を説明する際、学⽣ 20〜30 名に対し教員 1 名が対応する場
合、実演では⼿元の操作が⾒え難く、学⽣の学修意欲や効果を低下させる原因となる。そこ
で学⽣実習⽀援センターでは実験⼿技の動画教材を作成し、教員が⾏う操作説明に活⽤
した。また、実習中に動画教材を⾃由に視聴できる iPad を試験的に導⼊した。さらに、事前
学習⽤動画教材を作成し、Moodleによる配信を⾏った。これらの動画教材を活⽤した実習
実施後アンケート調査の結果、アンケートに答えたほとんどの学⽣がこれらの動画教材は実験
実習に役に⽴ったと回答した。 
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14．同志社⼤学 
テーマ 安全保障問題に関する⼤学⽣の意識と政治教育の開発に関する考察 

発表代表者 北村 知史 
連名発表者 武蔵 勝宏 東南 隆光 

キーワード 
世論調査 シティズンシップ 

学⽣ 政治的中⽴ 

発表の概要 

公職選挙法の改正により 18歳選挙権が実現した。本稿では、内閣府が実施した⼀般国⺠
の世論調査と⼤学⽣に対する独⾃調査の⽐較検討を⾏い、⼤学⽣の安全保障問題に関
する現状認識を分析したうえで、今後、18 歳以上の若年層の有権者に対して、⼤学におい
てどのような政治教育の展開が必要かを、国⺠の間で争点となっている安全保障問題を事例
として考察した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15．同志社⼥⼦⼤学 
テーマ 北海道富良野地域における地域連携を通した総合的な地域学習の取り組み 

発表代表者 天野 太郎 

キーワード 
観光 まちづくり 

中⼼市街地活性化 防災教育 

発表の概要 

本学では 2005 年から北海道富良野地域を対象とし、毎年１週間程度現地に滞在しなが
ら観光や地域形成を中⼼として多⾓的な視座から授業を⾏ってきた。その取り組みの経緯や
現状を紹介しながら、2016 年に発⽣した⽔害に代表される防災教育としてのあり⽅、また中
⼼市街地の活性化への取り組みといった課題について報告を⾏う。 
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15．同志社⼥⼦⼤学 
テーマ 北海道富良野地域における地域連携を通した総合的な地域学習の取り組み 

発表代表者 天野 太郎 

キーワード 
観光 まちづくり 

中⼼市街地活性化 防災教育 

発表の概要 

本学では 2005 年から北海道富良野地域を対象とし、毎年１週間程度現地に滞在しなが
ら観光や地域形成を中⼼として多⾓的な視座から授業を⾏ってきた。その取り組みの経緯や
現状を紹介しながら、2016 年に発⽣した⽔害に代表される防災教育としてのあり⽅、また中
⼼市街地の活性化への取り組みといった課題について報告を⾏う。 
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16．福知⼭公⽴⼤学 

テーマ 
⼤学の地域密着型 PBL による地域資源開発 

福知⼭市での「⽵林と光のプロムナード祭」開催をとおして 
発表代表者 平野 真 

キーワード 
地域密着型 PBL 地域資源開発 

福知⼭市 ソーシャル・キャピタル 

発表の概要 

福知⼭公⽴⼤学の４年⽣の１年間の教育プログラムとして、地域密着型PBLによる活動を
⾏った。内容は、地元の⽵林の⾃然保護、観光イベントの開発、地元⼩中学⽣の郷⼟意識
の醸成、地元の伝統⼯芸である和紙の⽂化交流と産業振興、などの要素を組み合わせ、地
元由良川のほとりにある蛇ヶ端⽵藪（通称明智藪）を整備し、地元の和紙を使った灯篭を
⼤学⽣の指導のもとに地元⼩中学⽣と共に制作し、９⽉17⽇に⻘年会議所が主催して⾏
う「三⽇天下」というイベントと連携して、⽵林の周辺で灯篭を飾る夜のイベントを開催すること
である。このイベントに向け、⼤学⽣に嵐⼭の観光の⼯夫を学ばせるなど、内発的な気づきを
促し、多くの⼈との協働を通じて、社会性の促進も⾏った。⼤学での⼈材育成と、地域の観
光資源開発という課題に向けた実務的活動との関係について考察した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17．⿓⾕⼤学 
テーマ ⼤学コンソーシアム京都を活⽤した「初級地域公共政策⼠」の共同開発 

発表代表者 村⽥ 和代 
連名発表者 久保 友美 

キーワード 
地域公共⼈材 地域公共政策⼠ 

アクティブ・ラーニング  京都府北部地域 

発表の概要 

京都では、地域の課題解決を⽬指す⼈材「地域公共⼈材」の育成を⽬的とした⼤学院レベ
ルの地域資格「地域公共政策⼠」が2011年度より産学公⺠の連携のもとスタートしました。
2014 年度からは地域連携型のアクティブ・ラーニングを主軸に据えた学部レベルの「初級地
域公共政策⼠」が加わり、100 ⼈以上の資格取得者が誕⽣しています。しかし、資格教育
プログラムは特定の⼤学・学部でしか受講できないことが課題の⼀つとして挙げられておりまし
た。 
そこで 2016 年度は、⼤学コンソーシアム京都「プラザ推奨科⽬」を活⽤し、⼤学や学部にか
かわらず受講ができるアクティブ・ラーニングプログラムの共同開発を実施しました。2017 年度
からは、アクティブ・ラーニングだけでなく座学科⽬についても⼤学コンソーシアム京都の単位互
換科⽬として提供をし、⼤学や学部にかかわらず「初級地域公共政策⼠」が取得できる仕組
みを整えていく予定です。今回はその概要や今後の展望について発表いたします。 
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17．⿓⾕⼤学 
テーマ ⼤学コンソーシアム京都を活⽤した「初級地域公共政策⼠」の共同開発 

発表代表者 村⽥ 和代 
連名発表者 久保 友美 

キーワード 
地域公共⼈材 地域公共政策⼠ 

アクティブ・ラーニング  京都府北部地域 

発表の概要 

京都では、地域の課題解決を⽬指す⼈材「地域公共⼈材」の育成を⽬的とした⼤学院レベ
ルの地域資格「地域公共政策⼠」が2011年度より産学公⺠の連携のもとスタートしました。
2014 年度からは地域連携型のアクティブ・ラーニングを主軸に据えた学部レベルの「初級地
域公共政策⼠」が加わり、100 ⼈以上の資格取得者が誕⽣しています。しかし、資格教育
プログラムは特定の⼤学・学部でしか受講できないことが課題の⼀つとして挙げられておりまし
た。 
そこで 2016 年度は、⼤学コンソーシアム京都「プラザ推奨科⽬」を活⽤し、⼤学や学部にか
かわらず受講ができるアクティブ・ラーニングプログラムの共同開発を実施しました。2017 年度
からは、アクティブ・ラーニングだけでなく座学科⽬についても⼤学コンソーシアム京都の単位互
換科⽬として提供をし、⼤学や学部にかかわらず「初級地域公共政策⼠」が取得できる仕組
みを整えていく予定です。今回はその概要や今後の展望について発表いたします。 
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18．⼤学コンソーシアム京都 

テーマ 
複数⼤学⼤学⽣による過疎地域⾼校⽣との対話授業 

「まるっとーく」の２年間の成果と課題 
発表代表者 筒井 洋⼀ 
連名発表者 遠藤 ⿓ 上⽥ 和希 

キーワード 
キャリア教育 ⼤学⽣ 

⾼⼤連携授業 対話型 

発表の概要 

京都府北部には⼤学が少なく、⾼校⽣が将来を相談できる若い相談相⼿が少ない。2012
年から、⼤学コンソーシアム京都では、京都府北部地域の⾼校に向けて、⾼校⽣よりも数年
年上の⼤学⽣や地域の⼈と将来について語る授業を提案し年間１〜４校で実施してきた。
この授業のことを⾼校⽣が⼤学⽣などと輪になってゆったりと話すことを象徴する名称として、
「まるっとーく」と名付けた。 
プログラムでは⾼校⽣の進路意識を⾼め、地域資源の⼤切さを認識してもらうことを⽬的とし
ている。プログラムは⾼校や⾼校⽣とのニーズに基づいて、各校毎に独⾃プログラムを組み、１
泊２⽇のプログラムの作成者も、⼤学教員ではなく、⼤学⽣の中⼼メンバーが作成している。 
これに関わる教員、⼤学⽣、⾼校、⾼校⽣、地域という異なるステークホルダーがどのように変
容し、何を達成したのかについて企画責任者である教員と、中⼼メンバーである⼤学⽣の視
点から、「まるっとーく」の２カ年の成果と課題について論じる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19．⼤学コンソーシアム京都 

テーマ 
SD ゼミナールについて 

－次世代の⼤学運営を担うプロフェッショナル職員の育成－ 
発表代表者 村⼭ 孝道 
連名発表者 物部 剛 

キーワード 
SD ⼈的資源管理 

⾼等教育  

発表の概要 

2017 年度から⼤学設置基準の⼀部が改正され、いわゆる「SD の義務化」がなされる。SD
義務化の意図は、学⻑がリーダーシップを発揮し、⼤学運営の⼀層の改善・充実を実質的に
実現するための補佐機能を⾼めることにある。法改正における職員（スタッフ）には、職員だ
けでなく、副学⻑や学部⻑など、マネジメントに携わる教員⾝分も含まれる。 
⼤学コンソーシアム京都では、SD 義務化に先⽴ち、2015 年度からプロフェッショナル職員の
育成を⽬的とした、少⼈数ゼミナールスタイルの研修を⽴ち上げた。加盟校を中⼼とした中
堅・若⼿⼤学職員をメインターゲットに、有識者による約 2 単位相当分の多様な連続学習を
提供している。ほぼ毎回課される課題、⼀般公開のプレゼンテーション、１万字程度の最終
レポートなど、それなりの負荷があるプログラムとなっている。 
SD ゼミナールの概要と、2015 年、2016 年の 2 期の実施を踏まえた成果を発表する。 
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